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ニウ｝ンの傳（4）
山　本一　清
　ニウトンが「プリンシビア」の第二巻ε第三巻を書いてみた頃，ケンリ
ブリヂに於いて頗る重大な出単寧が起つた、1686年に，黒鯛王ぜ一ムス第
二世は既に，國の法律を公然ミ破って，オクスフオド大學のクライスト・
チヤチ（Christ　Church）の牧職をジョン・マセィqohll　Massey）に與へた；
此の人は軍にV・・一マ教會の一門員たる資格を有つに過ぎなかったが，王
は得々ざして此の任命を誇り，法王の使節に，『オクスフオドでやった通り，
すぐ又，ケンプリヂでもする』ε言った，そして此の公言の如く，1687年
二月に，王は命令を目して，ベネヂクト派の僧アルバン・フランシス師
（Fath　er　Alban　Francis）に，クンブリチ魏魏は忠順至高の誓約無しに文學
士（Master　of　Arts）の學位を與へるやう命じた．副総長たるペチエル
（：Pechell）博士（マグダリン學院長）は此の命令書を難くるや，直ちに総長
アルベマール（Albemarle）侯爵に使者を迭り，此の命令書の取滑しを求め，
一一一狽?黶C書記や小吏たちは，若しフランシス師が正規の誓約をするならば，
直ちに此の學位を交付しやうε待ちかまへfe．王も櫓も共に頑張であった
ので，宮中ε大照εは此うして意見の衛突を覆した．サンダランド（SUn－
derla如）からは威嚇的な書歌を途って，纏縫の決意を破らうξした．しか
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し，謙遜こ敬意のある返書の中にも，大學は受諾の意志を表はさ魂何等
か安協の要求さへも示さなかつナこ．そこで，副聰長ε評議會員たちこはエ
スFミンスターの高等法院に召喚されるに至った．評議會から任命されナこ
八名の議員の一人にニウトンが居た．議員たちはロンドンへ立つ前に，法
廷に於ける三論の準備の會合を催しずこが，其の席上，一議員から要二二が
申し出されたのに野し，＝ウ1・ンは敢然ε下れに反回し，燧に之れを制止
した，そして，四月12口，此等の議員ナこちは，充分なる準備を以って，法
麺iにi現はれた．ジエフリス卿（LOrd　Teffreys）1よ座長：∫なり，議員たちは
正規の順序通りに法官の前に現ばれナこが，論議は却下されナこ．そして，四
月27日に議員たちは抗訴をし，五月7日に舞論が許されたが，大回副穏長
の抗辮は薄i弱なものであった．議員たちは，「近年，勅令が度々取漕され，
今まで誓約無しに命令の下ったこごは例が無い」ここを言ひ張つ九　ジエ
フリスは李常の轍慢な態度で副総長に向ひ，議員たちが辮論しやうεする
のを沈丁せしめ，逡に彼等を法廷の外に退去せしめた．其の後，議員たち
は入場を許されナこ時，彼等は誰責され，ペシエルは大野副総長の職を発ぜ
られ，同時にマグダレン學院の長たる役をも免ぜられナこ．
ニウトンはトリニティ門院に蹄り，プリンシビアを完成するこEXなった
が，其の間，彼れはノ、レイミの間に頻繁な文通を交換しナこ，一志の大部
分は今回ほ残ってみる．；次ぎの手紙は1687年七月5日附けで，ロンドンか
らハレイが贈ったものであって，プリシビアの完成を傳へてるるものであ
るが，特殊の興味があるものである：一
　『私はミう々々貴兄の書物を完成しましナこ．喜んで下さい．最後の正誤
表が丁度好い時に手に入って，間に合ひましナこ．私は貴兄の御望みにより，
三士院ミ，ボdル（Boyle）氏ε，パゲ1・（Paget）氏S，フラムスチード
（Flamsteed）氏ミへ此の一本を献納しますが，爾，其の外，市内に居る誰
かに贈る御希望にも添ひませう．叉，私は貴兄へ二十部を嚢志しましたが，
之れは大學内の御友人tcちに頒tれるためです，♂うそ御受け取り下さい，
其の同じ包みの中に更に四十部を入れて置きますが，回れは，私がケンブ
リヂに知人を持ってるませんので，特に貴兄に御依頼し，一二の本屋へ渡
して責らせて頂きナこいのです．憤額は，牛皮の製本に文字入りで，9シリン
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　1710年ソー二Pレ（Thornhill）聲く
ケンプリヂ大學トIJニチイ學院の接待室にあり
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グにこちらでは費るつもりです．貴兄へ御迭りした分については，製本し
ないまN，6シリングづΣを頁り上げξして私は頂きたいε思ぴますが，
しかし，師金か或はすぐに入金するならば5シリングでも宜しい・何故ご
言へば，本屋にも多少の利盆をやらなければ此等を取り扱ってくれないで
せうから，貴兄の此の立派な書物が本屋の手に葬られるよりも，むしろ私
への入金が面分ですむ方を七って満足致します．♂うそ，貴兄御自身の九
め，叉，國のために，此くまで貴兄が勢力を彿はれた乱書について今まで
の困難を，御懲りなく，むしろ，暫くは氣晴らしに何か別の研究でもせら
れた後は，叉此の大成功に赤く大研究を進められ，かの太陰論（Lunar
theory）を完成せられんこミを望みます．それは航海術のナこめに極めて有
用なものであり，叉，奥深い學理のために重要なのですから，＿＿…私から
御迭りする荷物は，車で，明日，ロンビンを立ちますから，多分次の木
曜日には御手許へ着きませう．』
　1692年こ1693年頃，ニウトンは可なり重い病氣にかNつナこらしいが，其
れが無病であっナこかに就てはよほさ議論がある．玉693年九月13日附けで，
ぺu“ス（Samue1：Pepys）に宛て7e＝ウ1・ンの手祇を見るε，
「ミリントン（Millington）氏が貴兄から御便りを傳へて下さった後，暫く
して，同氏は私に，こんさロンドンへ行く時には必ず貴兄を御訪ねするや
うにε薦められました．私は氣が進まなかったのですが，しかし，蝕り熱
心に薦められるので，深くも考へないで，ミにかく，承諾したのでしナこ．
私は此頃大話な困難の中にありました，過去十ニケ月の間，充分に食事も
睡眠も出出す，精神も，以前のやうな落ち付きか無いのです．私はもはや
貴兄の御厚意や，ジェームズ王の御話を得ゾこいε，忌んで考へて居ません．
そして，むしろ，貴兄ミの御交際や，他の記入すこちミの交際も噺減して，
山猫り静かにして居りたいのです．いつまでも貴兄の憐れな忠僕ミして叉
御目にかXる時までは御無沙汰二二下さい』．
　叉，1693年十月15日，ニウbンが其の著書の第二版についてジョン・ロ
ク（∫ohn　Locke）の手紙に封ずる返書の中に：一
　「昨冬，私は火の傍で鹸り度々眠っナこtめ，一種の睡眠病にかSり，此の
夏中はすつε機嫌が悪くて，精紳が李常の通りではありませんそれで，
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貴兄へ手紙を書く時なさは，二週間の中，三夜一時間も眠れませんし，五
日間一一一一［31もしないこεがありましナこ．私は唯貴兄への手紙を苔いたこεだ
けは記憶して居りますが，御著書のこεについて，何を私が書いたか，さ
つばり蜷えません．若し御親切に，あの文の書き抜きを御門り下さるなら
ば，私は三二るだけ設明を申しませう』
　元來，nウトンの精神は決して休息せす．時々は食事を忘れるほ蓄にも
其の理學研究に浸頭する氣質なのであるから，此の氣質のニウ1・ンに睡眠
が映乏するこεは，當然，罪常な神樫過敏を齎らしナニに違ひない．だから，
當時，既に，外國では，ニウトンに精神異常の氣味があるεの世評が振が
り，或は進んで，彼れが全く常態を失するに三つナこ：三返近に博へられナこの
は無理も無い．ぺu’スも此うしt，：i；‘図遮を耳にしたらしく，ケンブaヂ大平
マグダリン閉院教師たる友人ミリントンに宛てた1693年九月261］附の手
紙に：一
　『ニウ1・ン氏の事について，いろ四々ε心配して居りますが，識に残念
です．多分，貴兄も伺様，廃れについては御心配の康子が御手紙の中にも
伺はれます．近頃，私はニウトン氏から手紙を受取のましたが，其中に書
いてあるこεに辻褄が合はす，矛盾だらけで，肝腎の要件が全く無茶なの
です．實に驚くばかりですが，多分，精神にも頭麟にも三口が起ってみる
のでせう，ですから，私が迷惑してみる理由を大艦申し上げたやうな次第
なのです．それで，さうそ貴兄が御存じの範園内に於いて事の1回目を御も
ちし下さるやう願ぴます．」
　1・G93年九局30日，ミリントンが凡ピスへ贈つナこ手紙に鹸tば，　iリンts
ンは暫くニク1・ンを訪ねfが，
　『’…・…・ニウ1・ンは市内に居ませんでしたが，去る28口にハンテンドン
（HUntingdon）で私は彼ε會ひましte．其の時，私が未だ言ひ掛けない前
に，彼は口を開いて，あなナこへ攣な手紙を差し上げナこので其れを雄歪“氣
にしてみるε言って居ました．葡其の時の話に，彼は神経が守れて，五晩
もふつつづけに眠られなかっナこため，ZF素大に奪敬する貴方（あなた）がた
にも失禮な事をいろ々々ε致しナこのを，恥かしいε思って悔いてみるε申
して居ましk．彼は今よほさ好いのです．尤も，爾少しく彼は幽欝性では
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ありますが，しかし其れは大して彼れの鵬力に障るεは思ひませんし，叉，
其うでないこεを希望するのです．云々』．
　ニウトンの病氣は，當時，外國でよほさ誇大吹聴された．例へば，ハ7i
ゲンスが三694年六月8目附でライブエッ　（Leibnitz）に迭つた手紙に想ふ
言ってみる：『貴君は御存じか否か知りませんが，ニウbン君には近噴一
寸氣の毒なこミがありましてね．同君は既に十八ケ月間も購膜（Phrenitis）
に胃されたのですが，：友人の施藥によって回復しナニεいふこεです．云
々』．之れに鮒して，ラ■tブニツが六月22日附に書いた返事には，『ニウ1・
ン氏が病氣だε聞いて，之れは大攣なこεだご驚きましナこが，しかし，幸
ひ，すぐ，回復しナこε知らせて副いナこので大に喜んでゐます』εある．（つ
y’　〈）
　　　　　　　　天運同好會規期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和二無置月汽日硬）
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